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相談状況 −令和5年度−（令和5年4月1日～令和6年3月31日）
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不明
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脂肪肝
3%

肝がん
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B型+C型肝炎
8%

C型肝炎
11%

その他
（不明を含む）

12%
脂肪肝
15%

相談患者の疾患名

相談患者の年齢

（人）

相談内訳 −令和5年度−

46％
B型肝炎

アルコール性肝障害
　　　　1％

原発性胆汁性胆管炎
　　　　1％

相談者の住所

久留米市

 福岡県内　　3 
 佐賀県　　　1　 　  
 宮崎県　　   1 
 山口県   　　4 
 千葉県　　　8 
 外国　　　　1 
 不明　       10

福岡市

−令和5年度−

筑紫野市

春日市

大野城市

田川市

北九州市

糸島市

宗像市

うきは市

京都郡

小郡市
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対応方法 −令和5年度−

　

受付件数　62件 

79％ 電話対応　49 件

メール　11 件18％

面談　2 件  3％

相談内容 −令和5年度−

治療法（検査・結果）

病気自体に関して

訴訟について

感染について

医療機関に関して

医療費助成について

その他

日常生活の注意点

ワクチンについて

仕事・生活支援について

病気の差別・偏見について

疾病に対する不安 1

1

3

4

4

7

8

10

11

12

15

31

（複数回答による）

肝炎医療コーディネーターについて 
研修会について 
市民公開講座について
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相談事例 
【B型肝炎訴訟について】 

・弟（原告）、相談者（姉）母親はすでに死亡 
  
・Aクリニック（専門医療機関）にてHBV及びHCVを測定した。 
   その結果を弟に送ったところ、追加の検査（HBc抗体）が必要と弁護士事務所から書類が送られてきた。 
  
・Aクリニックへ依頼をしたところ、「検査方法を記載するには検査の機械が無いので書けない」と言われ、もっと大きな 
　病院が良い」とB病院（専門医療機関）を紹介されたが、こちらでも拒否された。 
  
・弟本人がCクリニックに受診歴があり、検査はどこでもできると聞いたのでお願いすると「かかりつけでは無いので書け 
　ない」と言われた。 
　また、弟が現在、D病院（専門医療機関）に通院中なのでそちらにも電話したところ、検査は自費でできるが書類を書く 
　人がいないと言われた。 
  
・上の娘が「久留米大学病院は肝臓の専門で、相談センターもあるので電話してみたら」と言ってくれ、昨日、下の娘が 
　電話をかけたとのことであった。

  相談者はどこも対応してくれず、途方に暮れていたとのこと。 
「病態にかかかる診断書」は拠点病院、肝疾患専門医療機関、がん診療拠点病院 
（肝がんのみ）のみ記載可能であり、専門医療機関が拒否する理由は見当たらない。
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医療従事者研修会等 −令和5年度−

 第10回市民公開講座  ハイブリッド開催 
   令和5年10月21日 (土) 福岡市 
   令和5年11月1日～30日（WEB配信） 
   参加者数：46名　WEB視聴回数：246回 

第24回肝炎医療コーディネーター 
                                            養成セミナー 

  令和5年6月23日～7月7日 WEB配信 

  参加者数：166名 

第25回肝炎医療コーディネーター 
                                            養成セミナー 

  令和5年9月1日～15日 WEB配信 

  参加者数：84名 

  第46回肝疾患相談支援セミナー 

  ハイブリッド開催 
   令和5年7月12日 (水) 大牟田市 
   令和5年7月28日・29日（WEB配信） 
   参加者数：143名 

第13回肝炎医療コーディネーター 
                          フォローアップセミナー 

   令和6年2月10日 (土) 福岡市 

   参加者数：58名

第12回肝炎医療コーディネーター 
                          フォローアップセミナー 

  令和5年8月19日 (土) 福岡市 

  参加者数：67名

  第47回肝疾患相談支援セミナー 

  ハイブリッド開催 

   令和5年11月15日 (水) 飯塚市  
   令和5年12月1日・2日（WEB配信） 
   参加者数：64名 

  第48回肝疾患相談支援セミナー 

   ハイブリッド開催 

  令和6年3月6日 (金) 糸島市  
  令和6年3月15日・16日（WEB配信） 
  参加者数：86名 

参加者数
計960名

セミナープログラム

福岡県肝疾患相談支援センター主催 第10回市民公開講座&シンポジウム

ウイルス性肝炎を正しく知ろう！
〜患者、弁護士、医師の立場から〜

座長：久留米大学病院肝疾患相談支援センターセンター長 井出 達也 先生

【会場開催】令和5年10月21日（土）13：00〜16：30（12：30開場）

電気ビル共創館みらいホール

【WEB配信】令和5年11月1日（水）〜 30日（木）
YouTubeにて限定配信

講演1 B型、C型肝炎 あなたは大丈夫?
久留米大学病院肝疾患相談支援センター センター長 井出 達也 先生

講演2 52年間、Ｂ型肝炎ウイルスと向き合って考えること 
日本肝臓病患者団体協議会 顧問 大賀 和男 先生

講演3 B型肝炎訴訟について
全国B型肝炎訴訟 九州弁護団 代表 小宮 和彦 先生

講演4 ウイルス肝炎の感染性をともに考える
独立行政法人国立病院機構 長崎医療センター 院長 八橋 弘 先生

第２部 シンポジウム＆個人相談会

14：35〜 「Ｑ＆Ａ」 肝疾患における一般的な疑問やご相談にお答えします

15：35〜 「個人相談」 肝疾患における個人的なご相談にお答えします（事前予約制）

①氏名(ふりがな)、②住所(郵便番号)、③電話番号、④参加方法（会場またはWEB）⑤メールアドレス（WEB参加
の場合）⑥個人相談の有無、 ⑦質問事項を明記の上、下記の方法にてお申し込みください。※定員になり次第、

締め切らせて頂きます。締切後のお申し込みについては、その旨をご連絡させていただくことがございます。

下記ＦＡＸ番号宛てにお送りください。

0942-39-6476（番号のかけ間違いにご注意ください）

上記の必要事項①〜⑦を明記の上、下記メールアドレス宛てにお送りください。

fukukansoudan@kurume-u.ac.jp

0942-31-7968（平日10：00〜16：00）※土日祝日除く

ＦＡＸ

E-mail

電 話 締切：10/6(金)

申込方法

参加費
無料

第１部 市民公開講座 13：05〜14：25

後援：福岡県、福岡市、飯塚市、糸島市、うきは市、大牟田市、春日市、久留米市、太宰府市、柳川市

問い合わせ先
久留米大学病院 福岡県肝疾患相談支援センター TEL：0942-31-7968
〒830-0011 福岡県久留米市旭町67番 FAX:0942-39-6476

QRコード

主催：福岡県肝疾患相談支援センター

別紙申し込み書にご記入の上、FAXでお申し込み下さい。
受付後、7日以内にFAXまたはWEB希望者にはメールをお送りします。
メールが届かない場合は下記まで必ずご連絡ください。

● 申し込み締切 ：6月28日（水）まで ○ TEL: 0942-31-7968

u 肝炎医療費助成制度 18：30 ～ 19：00
福岡県保健医療介護部 がん感染症疾病対策課

u 肝炎診療の“今まで”と“今から” 19：10 ～ 19：40
久留米大学病院 肝疾患相談支援センター

担当医師 佐野 有哉先生

u 進化している肝がん治療 19：50 ～ 20：20
地方独立行政法人大牟田市立病院

院長 鳥村 拓司先生

u 全体を通しての質疑応答

座長 井出 達也先生
久留米大学病院肝疾患相談支援センターセンター長

第46回福岡県肝疾患相談支援セミナー

令和5年７月１2 日（水)
18：30 ～ 20：30

日時

場所 大牟田文化会館 小ホール
大牟田市不知火町2-10-2

WEB配信 令和5年 ７月 28日（金) ・ 29日（土) 
18：30 ～ 20：30 計2回

対象 肝疾患診療に従事されている医療従事者（職種不問）

定員 150名（定員になり次第締め切ります）

本セミナーはハイブリッド形式（現地と後日WEB配信）にて開催します。
当日のライブ配信はありません。

日医生涯教育講座1単位
9.医療情報
73.慢性疾患・複合疾患の管理

vol.00
2016.12.12

申し込み締切 : 6月9日(金)まで
こちらの申込専用URLまたは当センターのホームページより
お申し込み下さい。
https://cloud.gigacast.tv/Live/Site/mEdcB5
※なお、申し込みにはお一人につき1メールアドレスが必要です。

複数で同じメールアドレスのご利用はできません。
メールアドレスの誤入力が無いようお願いします。

主催：福岡県肝疾患相談支援センター（久留米大学病院内）

日時：令和5年6月23日（金）9：00 ～ 7月7日（金）23：59まで
開催方法：WEB配信（24時間視聴可）
対象：コメディカル中心 ・職種不問
(看護師、保健師、助産師、薬剤師、臨床検査技師、管理栄養士、MSW等)

第24回 肝炎医療コーディネーター養成セミナー

座長 :  井出 達也先生
(久留米大学病院 肝疾患相談支援センター センター長)

肝疾患総論（30分）
久留米大学病院 肝疾患相談支援センター

副センター長 天野恵介先生

進め！肝炎医療コーディネーター （30分）
ロコメディカル総合研究所 看護師 矢田ともみ先生

医療費助成制度（20分）
福岡県保健医療介護部がん感染症疾病対策課

肝臓病の食事療法について（20分）
久留米大学病院 栄養部 管理栄養士 山田泰士先生

肝疾患の検査について～血液検査と超音波検査～（20分）
久留米大学病院 臨床検査部 臨床検査技師 水島靖子先生

肝疾患治療における薬剤と薬剤師の取り組み（20分）
久留米大学病院 薬剤部 薬剤師 井上光鋭先生

問い合わせは TEL : 0942-31-7968  まで

第12回肝炎医療コーディネーターフォローアップセミナー
日 時：令和5年8月19日（土）15：00～17：30
会 場：JR博多シティ 10F大会議室
対 象：令和4年6月及び9月の養成セミナーを受講し認定証をお持ちの方

および永年認定された方
定 員：【会場】100名（定員になり次第締め切り） 

座 長 : 井出 達也
(久留米大学病院 肝疾患相談支援センター センター長)

肝炎医療コーディネーターの活動について
福岡県保健医療介護部 がん感染症疾病対策課 河野 美月 氏

当院における肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業への取り組み
  久留米大学病院 看護師 後藤 聡子 先生 

肝炎医療コーディネーターの活動支援
久留米大学病院 肝疾患相談支援センター 副センター長 天野 恵介 先生

B型肝炎患者として 原告団として
全国Ｂ型肝炎訴訟九州原告団 大河平 謙二 先生

グループディスカッション

質疑応答 

● 申し込み締切 : 8月4日(金)まで 
○ 下記の専用URLよりお申し込み下さい。
https://cloud.gigacast.tv/Live/Site/v8B7lc
センターのHPからも申し込みできます。

● 問い合わせ TEL : 0942-31-7968
お申込み後、一週間以内に返信メールが届かない場合 は上記までご連絡ください。

主催：福岡県肝疾患相談支援センター（久留米大学病院内）
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肝炎医療コーディネーター認定者 −令和5年度− 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

診療放射線技師
3%

医師事務作業補助者・
医療クラーク

6%

保健師
6%

薬剤師
6%

管理栄養士
9%

事務
12% 臨床検査技師

15%

認定者数　計171 

認定者の内訳職種 認定者数
看護師 64

臨床検査技師 25
事務 21

管理栄養士 16
薬剤師 10
保健師 10

医師事務作業補助者・ 
医療クラーク 10

診療放射線技師 5
医師 2
MSW 2

理学療法士 2
その他 4 その他　歯科医師、社会福祉士、社会保険労務士、販売員 

その他：2％歯科医師、社会福祉士、
　　　　　  社会保険労務士、販売員

医師  1％
MSW　1％
理学療法士　1％

看護師
  38％

肝炎医療コーディネーター認定者内訳 平成23年度～令和5年度−

総認定者数1899名 

平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和1年度
令和2年度
令和3年度
令和4年度
令和5年度

0 50 100 150 200 250

看護師 保健師 薬剤師 管理栄養士
臨床検査技師 MSW 医療クラーク 事務
医師 その他
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福岡県肝疾患専門医療機関連絡協議会 −令和5年度−
2024.1.24　開催：福岡市

1) 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業について 
      講演：福岡県がん感染症疾病対策課 
　　         久留米大学病院　肝疾患相談支援センター　副センター長　天野　恵介 先生 

2)    事前アンケート集計結果について  
3) 肝炎医療チーフコーディネーターの設置について   

講演：久留米大学病院　肝疾患相談支援センター　センター長　井出　達也 先生 

司会・講演：福岡県肝疾患相談支援センター　センター長　井出達也
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Q.これらの事業の相談窓口や担当者を設置していますか？

専門医療機関72施設対象　事前アンケート回答：65機関

令和5年度福岡県肝疾患専門医療機関連絡協議会
2024.1.24　

Q.事業の導入について、工夫されていることや困っていることはありますか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい
いいえ
未回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい
いいえ
未回答

Q.貴院は肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業へ参加していますか？

【工夫点】 
・患者さんへの返答を早く行うことに努めている 
・現在、院内での肝炎に関する窓口を1本化するために調整中 
・医師を中心に活動している

登録医療機関52機関/72機関中

【参考資料・事前アンケート】
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Q.事業の導入について、工夫されていることや困っていることはありますか？（続き）
【困っている点】 
・当院はアルコール性が多く、対象者がいないことに困っている 
・助成の仕組みが難しいと患者様によく言われている 
・肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業を患者が申請しているかどうか分かりません 
・効率的な対象患者の拾い上げについて 
・説明の時間がかかる 
・以前は肝臓外来を設置していたが今は総合内科となっているため、他の診療と一緒となっており、 
　患者への案内が難しい 
・対象者の絞り込みが難しい 
・導入がうまくいっていない 
・事務処理が煩雑で説明にも手を取られており、職員からは不評です 
・肝炎の医療証ができるまで２ヶ月程度かかるので、保険請求がその間できず保留の状態になる 
　高額なため、病院によっては経営を圧迫することがあるのでは？ 
・用紙作成が大変

Q.こちらの事業に参加していないのはなぜですか？
・対象となる患者が少ないので 
・当院が対象とならないのでは？（治療内容で） 
・治療が行えていないため 
・肝がんの治療を行なっていない 
・検討中

【参考資料・事前アンケート】

・協議会の開催時間18：30～だと早すぎて出席できません 
・必要であれば参加します 
・当院は症例がありません 
・当院は事業へ参加しているものの、ウイルス性肝硬変で対象になる治療となると、大学病院で行なっ 
　ていることが多く、重度肝硬変でもウイルス性でないという場合ばかりでなかなか実際に行うに至ら　　 
　ない 
・保険請求に関する注意事項があれば伺いたいです 
・制度がもう少し簡略化できませんか？

Q.その他の意見

・人員不足。経費の問題。 
・導入がうまくいかず、全体に周知して頂くのが難しい 
・対象者（患者）が少なくなったため 
・医師体制の課題があるため 
・存じ上げませんでした 
・肝臓内科・外科はあるのに、外来や総合受付にコーディネーターがいないから

Q.こちらの事業に参加していないのはなぜですか？（続き）

【参考資料・事前アンケート】
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福岡県肝疾患専門医療機関連絡協議会 −令和5年度−
2024.1.24　開催：福岡市

参加状況 
（72機関中）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加 不参加

Q.協議会の内容（議題）はいかがでしたか

Q.本日の協議会についてお聞かせください

実施時期

場所

タイムスケジュール

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い
だいたい良い
普通
あまり良くない
良くない
未回答

肝がん・重度肝硬変

肝炎医療 
コーディネーター

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い
だいたい良い
普通
あまり良くない
良くない
未記入

【参考資料・開催後アンケート】

福岡県肝疾患専門医療機関連絡協議会 −令和5年度−

 本日のご感想、今後取り上げてもらいたい議題について
・全体的に勉強になりました。特に柳川病院の取り組みなど、他院の取り組みを知りたいです。 
・指定医療機関にもかかわらず、申請に関わっっていなかったこと反省の会だった。今後はまずリスト化し、このような事業を 
　患者様にはもちろん医師にも声かけていこうと思う。本日は本当にありがとうございました。 
・WEB開催やハイブリッド開催も検討いただきたい。今日の様に雪や台風などもあるため。医療助成ですが、肝炎の方の定期 
　検査助成との違いがよく分かりません。入院治療又は外来定期受診とで使い分けるということでしょうか？ 
・雪でどうなるかと思いましたが、無事参加できてよかったです。重度肝硬変の認定基準が広くなったので再度見直しをして 
　みようと思います。 
・実施時期はできたら金曜日がよい。 
・もう少し開始時間が遅いと助かるのですが。19:00からとか。 
・18:30開始ですと、なかなか参加が難しいです。内容は非常に勉強になりました。 
・職場の肝Coを把握できていなかったので良かった。 
・施設毎の資料を準備いただき、大変参考になりました。ありがとうございました。 
・MAFLD/MASH等、これからの肝炎についての県としての方向性

Q.本日の協議会の満足度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大満足
満足
普通
やや不満
不満足

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会場開催
WEB開催
文書開催
未記入

Q.開催方法についお聞かせください（複数回答）

【参考資料・開催後アンケート】
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